
［研究主題

情報交換及び地域の学習を通して，小中４校の望ましい連携のあり方を探る。

【主題設定のjll1Il1】

｜了りじ地域に学ぶ子どもを教育する立場で，地域を学ぶと共に，」'11城の教育ｉｉｌＭＩＩを共ｲ『

しその解決に『１１けた交流を図っていく。

llDf死の内容

’１'三年度の反打をﾉ|Zかし，lMIi地ｲﾘﾄ修，授業公|)Ｉ１，識ilii会にﾉjl1え，ﾉﾃｲ'２度は情報交換の場

を新たに設けた。

【第１回】臨地ｲﾘ｢修８／３（火）１３：３０～’'１梨県果樹試験場

・Ｊｌ１ｌＩ１梨地域でIlMiんな果樹栽嬬の''１心となっている果樹試験場を見学するこ

とにより，」11域の果樹栽嬬のJ1状と共に雌先端のｲﾘ｢究について知り，今後

の学校教育に/Ｍ、していく機会とした。

【第２１回|】授業参ｉＭ・Ｉｉ１ｉ報交換］１／１７（水）’１１梨小学校

１４：１０～授業公Ⅱ'１１５：１０～情報交換

・１，２，３，５，６年及び特別支援学級の授業を参観した。

・授業参IIjl後に，３グループに分かれ↑iWM交換を行い，小'１１での共imEl1解を

深め｣し皿のilMlMIlをIill:認するIllji会とした。

【第３１ul】識iii会ｌ／１２（水）１５：３０～’１１梨南ＩＩＪ学校

識l111i学校教育課発達扣談員１１]鴫彩先｣|ミ

演題「ｊｍ常学級にｲI；鰯する課迦を抱えた子どもに対する対応の仕方について」

・ｉｉＭｎを抱えるイーどもが増ﾉⅡ１１１Ｊ(lrilにある''１，そういうイ･どもたちへの支援の

仕方を学び，今後の児童Ll2徒への関わり方について考える機会とした。

成果と課題

成果

、３１匹|の研究を↑,''1,l違う|ﾉWxi[で行い，それぞれｲT意樋なものとなった。また，征|回|の

研究会をilnして，それぞれの学校のことを知るよい機会となった。

、１回目の脇111ｲﾘﾄ修では』,Ｍｉｌ試験場の兄単を行った。地域の采lil枚賠の様子（情報や

流jim対策，新,IMiliの'''１発，（ﾘﾄ究など）がわかり，地域の腱j雁業について知識､１１解が

深まり，参考になった。

．２回「|の授業公|)'１．Ii1iijll交換は111梨'|､学校で行った。各学年や特>)'１支援学級の子ど

もたちの様7.がよくわかり，授業内容も参考になった。また，授業公開後のＩｉ１ｉ報交
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換では，短'１ケ'''１ながらjLilnの課題も確認され連携を深めることができた。特に，小

「l1i1lI桃の祝ﾙﾊﾟから''１学校の先生ﾉﾉの話をlHlくことができ大変ｲ)･意義なものとなっ

た。改めて，小Ｉｌ１のＩｉ１ｉ報交換やi1lI携の必要性を感じた。

・３１回''１は'１１梨南''１学校に於いて発達相談員の'''１１１$彩先Zliを識l1iliに迎え，「通常学級

に征鯖するHMEを抱えた子どもに対する対応の仕力について」と題し，講演会を行

った。テーマが身近で|ﾉ､1容もわかりやすくとても参考になった。問題行1,1jをもつ子

どもが増〃1Ｗ(|ｲﾘにあり，どのように支援したらよいか学習することができ，今後の

児]fit生徒への|H1わりノブに21ﾐかせる内容となった。

課魍

【内塀について】

・臨地ｲﾘﾄ修では，果樹i試験場の屍'八|外を見学させてもらったが，履外の施設の兇学な

ど111〔接目で凡て参考になるものの，暑さが厳しいＩＭＵ|なので|人]容的に検討の余地が

あると感じた。また，Ｗﾉ:ｌ１ｌ１的なIﾉ､1容も含まれていたので，小['１学校の教.付としてど

の学ｲ|皇でもlliかせるようか内容だとよりよいと)111しう。今後は，’１１梨南｢'１学校区から

範ｌｌＩ１を広げ，地域教↓|・を史に発側llしていけるとよいと),ljLう。

･情報交換については３グループに分かれ行ったが，やや｣M(りｌｚがりに欠けたグルー

プもあったので，エ|':前にある腿庇話題を絞っておき，１両１－歩洲で話し合いを行うな

どの１２夫も必要だった。また，課題への改稗策や対応錐についてまで話し合いが広

げられるとよかった。

･講波会では，特別な文援が必要な子に対する対処力法や籾への対応などより具体的

な内赤まで触れられるとよかったという意兄も'11された。より実態にI1lIした具体ｌＭｊ

な|ﾉ､1容まで学習できるように，Ｌｌｉｍ打ち合わせを行っておくなどの必要性を感じた。

【方法について】

･今年度の内容，方法，巡憐方法でよいが，参加する||('|，述営するｌｌＵｌのどちら側にも

あまり負担のない形で炎施していきたい。

・臨地ｲﾘ|:修は1111城のことを知り地域素材を学習に生かせるという点で有意義だった。

また，教材･苑'111という意'11§でもよかった。今後は，体験学習やエコに関する場)ﾘ｢の

見学，文化財巡りなど，様々な視点から見学場所を考えたり卍複数コースを少人数

で訪ｌＩＩ１したりするなど，｜ﾉ､ｌ容，方法を工夫していきたい。

・今年度は情報交換を少人数で行ったので，様々なiilIiMnがlllしやすかった。今後は，

小学校どうしの１１１洲交ＭＭ)場や，’'１学校の授業参観後に小１１１のｌｉＩｉ報交換を設定する

など，より効果的な力〃〈も探っていきたい。

・来年度も，その１１Ｗ)タイムリーな話題をテーマに設定したり，教師|Ⅱ'|の心の問題，

ストレス解ii1i法，リラクゼーション法などの学習会を取り入れたりするなど，新た

な視点から学習会の|人1存を考えていきたい。
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(ブIコック長三枝清美）
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